
研究の目的及び研究対象者の範囲 
本研究は、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う緊急作業に従事された方々を対象と
して、放射線被ばくによる長期的な健康影響を明らかにすることを目的としています。 
東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所事故への対応のため、平成 23 年（2011 年）3
月 14 日から同年 12 月 16 日までの間、緊急作業従事者の放射線被ばく限度は、通常の 5
年間通算 100mSv から 250mSv へ引き上げられました。  
この期間中、約 2 万人の労働者が緊急作業に従事し、そのうち 174 人が通常の線量限度で
ある 100mSv を超える被ばくを受けました。一方で、多くの作業従事者の被ばく線量は
100mSv 未満でした。  
従来の放射線健康リスク研究の多くは、原爆被爆者を対象とした一時的かつ高線量率被ば
くによって得られた知見に基づいています。一方、本研究の対象者は主として低線量率に
よる継続的な被ばくを受けた集団であり、長期間にわたる追跡調査を実施することで、低
線量被ばくによる健康リスクの有無やその発生機序、さらには線量・線量率効果に関する
新たな科学的知見が得られることが期待されています。  
本研究で得られる成果は、放射線健康影響に関する理解の向上に加え、将来の放射線防護
基準や放射線防護政策の高度化に資する可能性があります。  
また本研究では、約 2 万人の緊急作業従事者を対象とした長期的な健康調査を継続してお
り、その成果は緊急作業に従事された皆様の健康管理および健康維持にも役立つことが期
待されています。 
研究対象者の範囲は、平成 23 年（2011 年）3 月 14 日から同年 12 月 16 日までの期間
（対象期間の一部延長を含む）に、東京電力福島第一原子力発電所において緊急作業に従
事された方々で、本研究への参加に同意された方々です。  




